















































































KAU-LA-NUI (k:au = to place，旬 set，rest = canoe; la = sai}; nui = large)、「大きな・帆
をもっ・カヌー」
「カウルア・ヌイ」

























































































































































































































































































































































































































































































これは、管見に入った最も有用な知見である。井上氏は、ここでは慎重に、 kau= to place， 
加 set，目前 =c田 oeと説明しているが、自身のHP(夢問草庫、 http://阿 w.iri.s.dti.ne.jpl
-muk阻 1)では、kau=canoeとしている。 MaxyKawena Pukui & Samuel H. Elbert 1986には、


















































































































松永秀夫氏から、カタマランの語源をタミル語とする説はA.C. Haddon and J. Hornel著
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